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主論文の要旨 
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【要旨】  
毛髪病変が毛包皮脂腺およびバルジ領域に及ぶと毛の発育が影響される。これま
で「男性型脱毛症（AGA）患者の頭皮は脂ぎっている」とか「AGA の顕微鏡像
では皮脂腺の増殖が認められる」などの報告はあるが、AGA における皮脂腺の
大きさ、形状に関する客観的報告はない。また AGA において重要な役割を持つ
と推測される毛包バルジ領域の幹細胞の状態もよくわかっていない。この論文の
目的は AGA 患者における皮脂腺の大きさおよび形状、ならびに、毛包バルジ領
域の幹細胞の状態を調べることにある。  
 AGA 患者より採取された頭皮切片を調べ、その縦断面を有する切片につ
いて 23 症例が得られた。これらの症例において、毛包皮脂腺の面積を計測し、
統計解析を行った。毛包バルジ領域については、幹細胞を特異的に認識する
anti-cytokeratin15 (C8/144B クローン )を用いて免疫組織化学染色を行なった。 
 計測の結果、AGA 症例において皮脂腺の面積は増大が認められた。ただ
し、個々の皮脂腺の面積の大きさは変化しておらず、１毛包単位あたりの皮脂腺
が多分葉化という形状の変化を伴って面積を増やしていることが示唆された。免
疫組織化学染色では、幹細胞は AGA 患者でも認識されるが、病変が皮脂腺領域
にまで及ぶ場合不明瞭となった。  
 AGA 症例においては、皮脂腺の増大、多分葉化といった現象が見られる
が、一方で毛包幹細胞には変化が見られないことが多い。こうしたことが AGA
の病因の一部にも関係しているのかもしれない。  
